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労働者福祉の改善へ
2014年度に向けた自治体要請行動がスタート

る活動として行っているもので、関係者への事
前説明を経て、各自治体の首長に要請している
もの。
　今回は、格差・
貧困社会の是正の
ための政策として
生活保護制度にお
ける基準の引き下
げに伴う生活困窮
者への支援体制の
整備、経済的理由
で就学を断念させ
ないための奨学金
制度の充実などを
中心にまとめ、実
現が切に望まれる
要 請 ば か り で あ
る。懇談会では、
要請内容について
は一定の理解が得
られたようだが、
地方交付金の削減
など厳しい財政事
情から、要請事項
の実現には難しさ
が伺えるような一
面もあった。
　 こ の 後、21 日

（月）から、野々市
市を最初に県内各
自治体に要請を行
い、11 月 19 日（火）の金沢市長、27 日（水）の石
川県知事への要請で全ての自治体に対する要請
を終える予定。

　労福協は、９月 24 日（火）の県議会議員懇談会
での説明を皮切りに、翌日には金沢・かほく・
内灘市町議員懇談会、10 月 10 日（木）と 11 日（金）
の各自治体担当者会議、能登・加賀地区市町議
員懇談会、18 日（金）には県内の市長会及び町長
会へと、来年度における各自治体の予算編成に
向けた実質的な要請行動を行った。
　この要請は、例年、労福協が県内各自治体の
来年度予算編成に向けて、労働者をはじめとす
る県民・市民の福祉、生活の向上に向けた政策
制度などの要請事項を書面にして、実現を求め

県議会議員団懇談会

加賀地区自治体担当者会議

能登地区自治体担当者会議

加賀地区議員団懇談会

能登地区議員団懇談会

金沢･かほく･内灘市町議員団懇談会
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（10月 25日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

�11月5日 火 中部労福協　研究集会（～6日） 金沢都ホテル

� 6日 水 中部労福協　第3回幹事会（～7日）

� 8日 金 食とみどり水NW　幹事会 連合石川

� 9日 土 里山里海　クヌギ植林　（～10日） 珠洲市

� 10日 日 中央労福協 第 45次欧州労働者福祉視察団（～20日）ドイツ、スイス、イタリア

� 12日 火 労福協 第 5回理事会 フレンドパーク石川

� 14日 木 食とみどり水NW　協力団体連絡会議

� 16日 土 　　　 　　　　　　海外飢餓支援米発送式

� 18日 月 地方消費者グループフォーラム in 北陸 県立音楽堂

� 19日 火 自治体要請 金沢市長要請 金沢市役所

� 23日 土 大衆運動活動家顕彰会 第 13回合祀追悼会 金沢市

� 27日 水 自治体要請 石川県知事要請 県庁

� 29日 金 第 45回食とみどり水NW全国集会　（～30日） 仙台

� 〃　 〃 中央労福協 第 61回定期総会 東京

�12月3日 火 中部会館協議会 第２回幹事会　（～４日） 富山県

� 〃　 〃 石川県消費者大会 地場産業振興センター本館

� 7日 土 労働者自主福祉シンポジウム 労済会館

これからの行事予定

　ろうふくきょう子育てネットワークと県ライ
フ・サポートセンターは、10 月 13 日（日）金沢市
粟崎の五郎島地区において、「イモ掘り交流会」を
開催した。
　交流会には、子育てネット会員を含めた 54 家
族 193 名の親子が参加し、宮下亮労福協専務理
事の「イモ掘り交流会を通じて、親子の触れ合い
を深められたい。」との挨拶に続き、早速、親子は
イモ畑に移動した。
　イモ畑では、この日のために丹精込めてイモを
育ててきた生産者の忠村さんからイモ掘りの手順
が説明され、早速、大きく実った金時イモを掘り
出した。
　参加した親子は、大きな金時イモが見つかると、
畑のあちこちで歓声を上げ、またたく間にたくさ
んのイモを収穫して“イモ堀り”を終了した。
　イモ掘りの後は、畑の中に仕立てた休憩場所に
おいて、スタッフが準備した「掘りたての五郎島

金時の入ったメッタ汁」と持参したお弁当を親子
で囲みながら、親子の触れ合いを更に深めた。
　また、同時にオモチャの交換会を開催し、テー
ブルに載りきらないほどの数が交換に出され、新
しい家族の手に受け継がれた。
　親子で掘り出した五郎島金時イモは、一家族４
kg のお土産として持ち帰り、交流会を終了した。

ろうふくきょう子育てネット　紙谷加奈子

ろうふくきょう・子育てネット

〃

〃

〃

〃
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　県ライフ・サポートセ
ンターは、10 月 17 日（木）
金沢市民芸術村の「大和
町広場」において、第 11
回福祉グラウンド・ゴル
フ中央大会を開催した。
　大会には、県内各地域
ライフ・サポートセン
ターでの予選を勝抜いて
きた選手 240 名と県障害
者スポーツ協会からの予
選を勝抜いた 30 名の選
手、合計 270 名が参加し
て行われ、狩山久弥石川

労福協理事長、杉森重廣県障害者スポーツ協会
副会長から、それぞれ開会の挨拶と始球式があっ
た後、鈴木正美全労済石川県本部専務執行役員
によるホイッスルで一斉にプレーを開始した。

　前日までの台風による悪天候はどこへやら、
良好なコンディションの中で行われた大会は、
健常者と障害者ともに真剣な競技をする一方
で、和やかに触れ合う中で、ケガ人を出すこと
もなく、順調に全員が競技を終えた。
　その後の表彰式では、柚木光北陸労金石川県本
部長と中村栄一全労済石川県本部長がプレゼン
ターとなり、団体戦上位５位までと個人戦の上位
者が、各々表彰された。
　最後に宮下亮石川労福協専務理事より閉会の挨
拶がされた後、表彰されなかった選手を対象にし
たお楽しみ抽選会が行われ、大会を終了した。
＜団体戦＞優勝：河北 LSC「C」365 点、準優勝：
羽咋 LSC「Ａ」366 点、３位：白山野々市 LSC「Ａ」
372 点、４位：白山野々市 LSC「D」375 点、５位：
河北 LSC「A」375 点
＜個人戦＞＝男子＝優勝：平元静雄（白山野々
市）、準優勝：北崎進（河北）、３位：今村外志夫（金
沢）、４位：山口建夫（河北）、５位：山辺一弥

（輪島穴水）、６位：野田昭一（七尾鹿島）、７位：
室瀬一丸（輪島穴水）、８位：浜里政樹（羽咋）、
９位：月村他家男（白山野々市）10 位：宮下靖
雄（七尾鹿島）＝女子＝優勝：小鳥律子（金沢）、
準優勝：太多紀子（白山野々市）、３位：西村春
子（羽咋市）、４位：木谷雅子（珠洲）、５位：正
木美重子（中能登町 A）

グラウンド・ゴルフ中央大会を開催

杉森県障害者スポーツ協会副会長

狩山理事長

開 催 日 2014年１月23日（木）～１月26日（日）
 午前１０時～午後６時（最終日　午後１時）
会　　場 ラブロ片町（アートシアターいしかわ）７ＦギャラリーⅠ
作品受付 2014年１月18日（土）　午前10時～午後４時
  19日（日） 午後１時
 ラブロ片町（アートシアターいしかわ）７Ｆ会議室
参加資格 石川県に居住もしくは勤務する勤労者および
 退職者とその家族（学生不可）
主　　催 石川県勤労者文化協会　
後　　援 石川県労働者福祉協議会・北國新聞社

第 44回石川県勤労者
早春書画・生花展のご案内

作品募集中 !
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『第63回勤美展』
金沢21世紀美術館で開催
　石川県勤労者文化協会は、10 月２日（水）
金沢 21 世紀美術館市民ギャラリー A におい
て第 63 回石川県勤労者美術展（石川県、勤文
協共同開催）を開催した。
　勤美展は、主催者、来賓等によるテープカッ
トで開場し、日本画、洋画、書道、写真、手
工芸の各部門から出品された計 248 点の全作
品が一堂に公開された。また、会場には、池

坊、草月の各流派からの生花とフローラル
アートが彩りを添え、来場者の目を和ませ、
10 月６日（日）の表彰式・合評をもって閉幕
した。
　また、厚生労働大臣賞、石川県知事賞、石
川県議会議長賞を受賞した作品計 15 点は、
10 月８日（火）から 16 日（水）まで県庁 19 階
ロビーにおいて特別展示され終了した。

勤 文 協

厚生労働大臣賞
『厳つ霊（いかつち）』

奥村 喜久子〈金沢市〉

洋画
『岩田先生』

中山 佳子〈金沢市〉

石川県知事賞
『鬼燈』

奥谷 恵美子〈野々市市〉

書道
『安西冬衛の詩』
堀田 芳葉〈野々市市〉

勤文協会長賞
『宇宙への誘い』
南　 京子〈金沢市〉

写真
『妖樹』

松本 　健〈金沢市〉

金沢市長賞
『黙に薫る（しじまにかおる）』

大田 暁子〈金沢市〉

手工芸
人形『流浪の民』
渡辺 伸子〈金沢市〉

日 本 画奨 励 賞
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厚生労働大臣賞
『アートフラワー』
江川 眞由己〈小松市〉

石川県知事賞
『日本の心』

ジェニー〈金沢市〉

勤文協会長賞
『峠の廃屋』

山田 　修〈かほく市〉

金沢市長賞
『春の福浦港』
横山 優三〈金沢市〉

洋 　 画

厚生労働大臣賞
『錯視の華器』
島村 廣志〈金沢市〉

石川県知事賞
『ローケツ染 イグアスの滝』

髙井 昭美〈金沢市〉

勤文協会長賞
『風』

義浦 平八〈金沢市〉

金沢市長賞
『遙かな想い』

野川 志麻子〈金沢市〉

手 工 芸

厚生労働大臣賞
『- サンライト -』
長澤 　博〈金沢市〉

石川県知事賞
『佳日』

松田 和広〈金沢市〉

勤文協会長賞
『山上の翡翠』
松田 達郎〈金沢市〉

金沢市長賞
『森の長老』

一明 政行〈金沢市〉

写 　 真

厚生労働大臣賞
『餘情殘心』

池田 絹子〈金沢市〉

勤文協会長賞
『親鸞』

青野 満利〈金沢市〉

金沢市長賞
『雲動忽青山』
滝田 良子〈金沢市〉

石川県知事賞
『寿笑門来福』

太田 久美子〈金沢市〉

書 　 道



労 福 協

− 6 −

2013年10月25日

　ステージでは、ジャズ演奏・フォーク・コーラス・フラダ
ンスやよさこい等のパフォーマンスで盛り上がり、11 時から
の来場者が参加する「じゃんけん大会」では歓声が沸き、盛り
上がった。
　受付コーナーでは、ホームベーカリー等が 70 名に当たるガ
ラポン抽選会や、労金キャッシュカード利用者に対し感謝品
やスペシャル抽選会で豪華賞品が当たる抽選券が渡された。
　また、物販コーナーでは、カップヌードルや玉子、砂糖、キャ
ノラー油などの食料品や洗剤やトイレットペーパーなどの生
活用品が格安販売され、また、朝市コーナーでは湯涌で採れ
た新鮮野菜等が販売された。人気のバナナの叩き売りでは、
今年も綿会長がねじり鉢巻きで販売の先頭に立った。
　恒例の「マグロ解体ショー」は、大口水産の社員による見事
な包丁さばきで 70 キロ余りの本マグロが捌かれ、アッという
間に完売となったほか、ちびっ子ゾーンではおもしろ自転車
やドームプール、縁日コーナーに人気が集まり、子供達の元
気のいい歓声が沸き上がる一方、金沢市職労 26 人による「こ
ども手づくりコーナー」に大勢のちびっこが集まり、ルームプ
レート・ペットボトル風車等、５工作コーナーで熱心に工作
する姿が見られた。
　また、今回は、全労済・自治労共済コーナーとして全労
済職員による「自動車シミュレーションゲーム」「マジック
ショー」も開催された。
　同時開催の「ファミリーふれあい書画展」には、113 点の作
品が展示されたほか、会場内で優秀作品の表彰式や合評など
では、多くの親子づれが見られた。
　最後に、ステージではお客還元感謝祭の最大の目玉「スペ
シャル抽選会」が綿征一金沢 LSC 会長等により行われ、デジ
タルカメラやノンフライヤーや旅行券など豪華賞品が 20 名の
当選者に贈られ、今後の労金利用を大いにアピールした。
なお、ちびっ子ゾーン・縁日コーナーでの売上金の一部を金
沢市内のＮＰＯ施設に寄贈の予定です。

金沢地域ＬＳＣ　事務局長　今西　十曜治

　９月 28 日（土）金沢地域ライ
フ・サポートセンターは、北陸
労働金庫の金沢市内３店舗との
地域行事として「ありがとう ろ
うきんフェスタ 2013」を金沢市
袋畠町の石川県産業展示館２
号館にて 10 時から開催し、好
天にも恵まれ 1,600 名超の労金
利用者や市民の参加があった。

　この催しは、一般市民はも
とより、北陸労働金庫の利用
者への感謝祭として開催して
いるもので、今回が８回目を数
えた。
　金沢市従組の威勢のいい「兼
六太鼓」でオープニングされ、
餅つきコーナーでは、つきたて
餅がプレゼントされた。

金沢ＬＳＣ「ろうきんフェスタ２０１３」

フラダンス

新鮮野菜の販売

書画展表彰

スペシャル抽選会

会場の模様

アカペラ

じゃんけん大会

バードコール

マグロ解体ショー



労 福 協 労 福 協

− 6 − − 7 −

2013年10月25日

河北LSC

第
47
回
県
勤
労
者
秋
季
弓

道
大
会（
10
月
14
日
・
小
松

市
桜
木
弓
道
場
）

【
団
体
】

優
勝　

鶴
来
弓
友
会（
松
村

邦
寛
、
牧
野
マ
リ
子
、
浅
野

隆
）　

２
位　

窪
川
自
動
車

Ａ　

３
位　

小
松
市
Ｃ

【
個
人
】

▽
男
子　

優
勝　

足
立
昭
雄

（
チ
ー
ム
村
田
）　

２
位　

佐

久
間
勲（
能
美
市
Ａ
）　

３
位

　

木
下
鋼
典（
小
松
市
Ｃ
）

▽
女
子　

優
勝　

春
谷
純
代

（
窪
川
自
動
車
Ａ
）　

２
位　

福
村
尚
美（
チ
ー
ム
村
田
）　

３
位　

山
鍬
三
千
枝（
内
灘
）

勤 　 体 　 協

　10 月５日（土）かほく市秋浜地内のいきいき
農園で、河北地域ライフ・サポートセンター
主催の親子芋作り体験の収穫祭が、親子合わ
せて 58 名の参加で開催された。

　親子イモ作り体験は、今年で２年目、６月
上旬に自分たちで苗を植え付けて、暑い夏の
日に草むしりを 3 ～ 4 回行うなどして、収穫
祭を迎えた。
　今年は夏の異常な高温の為か、昨年に比べ
てやや不作だったが、親子、友達同士が協力
して芋を掘り出し、昨年と同様、重さ、長さ
比べを行い、いきいき農園の方が焼いた本格
的な美味しい焼き芋を食べて、楽しいひと時
を過ごした。
　また、当日収穫した鳴門金時イモの内、約
20 ㎏を福島県飯館村の人たちが避難生活を
する福島市松川第一仮設にあるサポートセン
ター「あずまっぺ」に贈ったほか、岩手県陸前
高田市と宮城県南三陸町の仮設住宅にもそれ
ぞれ 16 ㎏を贈ることができた。

河北 LSC　吉川武久
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どなたでも
　　受講できます !

☆ 短冊・色紙に俳句や川柳を書く
☆ 絵てがみ 　☆ スケッチ勤

文
協

開
催『ミニ講座』

開催日時：11月16日（土）13：30～　「絵てがみ」
日本画　下村 洋人 先生

開催場所： フレンドパーク石川　３階

　　　　：11月23日（土）13：30～　「スケッチ」
洋　画　杉村 雄二郎 先生

　　　　：11月24日（日）13：30～
　　　　   「短冊・色紙に書きたい言葉を書こう」

『必要道具』
絵てがみ＝筆（中・小）、水彩絵具、筆ふき、水入れ、墨汁、パレット、描きたいもの
スケッチ＝筆（中・小）、水彩絵具、筆ふき、ボールペン、鉛筆、パレット
　　書　＝書きたい言葉（俳句・短歌）、筆記用具、大筆・小筆
ミニ講座では、以上の物が必要ですが、なければ準備します。

※お申し込みはこちらまで
〒920-0024　石川県金沢市西念3-3-5 勤労者福祉文化会館　3階

　　　　　　 TEL:(076)-231-1746  FAX:(076)-231-1731

　　　　  書道家　氷田 清風 先生

受講料はいずれも１名 ５００円　受講生は人数に限りがあります。申し込みはお早めに！
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